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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題まちの話題　　

　

早
春
の
霧
島
路
を
駆
け
抜
け

る
、
第
36
回
鹿
児
島
県
地
区
対

抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が
、
１

月
29
日
に
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
、

県
内
12
地
区
の
代
表
選
手
が
６

区
間
21
・
０
９
７
５
㌔
を
疾
走

し
ま
し
た
。

　

熊
毛
チ
ー
ム
の
Ｂ
ク
ラ
ス
死

守
に
大
き
く
貢
献
し
た
、
本
町

の
住
吉
蘭
選
手
（
向
町
）
は
、

第
５
区
で
区
間
４
位
と
な
る
走

り
を
見
せ
ま
し
た
。

故郷の思いを襷につなぎ８位でＢクラス死守
地区対抗女子駅伝競走大会

　

栄
え
の
受
賞
に
輝
く
「
第
61
回

農
林
水
産
祭
」
が
、
令
和
４
年
11

月
23
日
に
東
京
都
の
明
治
神
宮
会

館
で
開
催
さ
れ
、
濵
脇
英
次
さ
ん

（
下
田
）
が
、
葉
た
ば
こ
の
部
門

で
優
秀
農
林
水
産
業
者
表
彰
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
濵
脇
さ
ん
が
、
令
和
３

年
度
鹿
児
島
県
葉
た
ば
こ
共
進
会

に
お
い
て
、
個
人
の
部
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

令
和
３
年
産
の
葉
た
ば
こ
の
収
量

や
品
質
な
ど
が
特
に
優
秀
と
認
め

ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「第 61 回農林水産祭」優秀農林水産業者表彰
濵脇英次さんが受賞

　「今後もたばこ作りを頑張る」と意気込む濵脇さん　「今後もたばこ作りを頑張る」と意気込む濵脇さん

　

12
月
23
日
に
、
種
子
島
こ
り
ー

な
リ
ハ
ー
サ
ル
室
で
、
ク
リ
ス

マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
美
し
い

音
色
が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
柳
田
光
宏
さ
ん
（
伏

之
前
）
の
演
奏
す
る
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
音
色
も
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
講
座
で
は
、
冷
水

精
子
先
生
（
上
方
）
の
指
導
の

も
と
、
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ

ん
が
、
毎
年
の
発
表
会
に
向
け

て
精
力
的
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

クリスマスミニコンサート
公民館講座「ハンドベル講座」

豊作・単収増を目指して種まき
令和５年産葉たばこがスタート！

　　

　

１
月
10
日
に
松
原
山
育
苗
ハ
ウ

ス
で
、
種
子
島
の
た
ば
こ
耕
作
者

や
関
係
者
が
集
ま
り
令
和
５
年
産

の
葉
た
ば
こ
の
種
ま
き
を
行
い
ま

し
た
。

　

神
事
は
行
わ
ず
、
耕
作
者
全
員

で
ハ
ウ
ス
内
の
育
苗
箱
に
種
を
ま

き
、
令
和
５
年
産
の
葉
た
ば
こ
づ

く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

中
種
子
町
た
ば
こ
振
興
会
長
の

大
町
田
信
夫
さ
ん
（
大
牟
礼
）
は

「
町
内
の
耕
作
者
も
４
戸
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
も
頑
張
っ

て
品
質
の
良
い
葉
た
ば
こ
を
作
り

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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　まちの話題　　まちの話題　

　
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
団
体
」

に
認
定
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久

と
、
中
種
子
町
園
芸
振
興
会
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
が
、
種
子
島

産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る

目
的
で
、
１
月
26
日
に
町
内
小

中
学
校
と
中
種
子
養
護
学
校
の

給
食
用
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
提

供
し
ま
し
た
。

　

提
供
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

は
町
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、

「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
お
か
か
和

え
」
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
26
日
の

給
食
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

ブロッコリーを学校給食に提供
種子島産ブロッコリーを学校給食でＰＲ

　

１
月
11
日
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
か
ら
、
種
子
島
の

小
正
月
行
事
と
し
て
ゴ
ー
サ
シ

が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
蚕
の
ま
ゆ
に
似
せ

た
紅
白
餅
の
切
り
餅
を
枝
に
刺

し
、
門
木
や
家
に
飾
り
、
蚕
の
豊

作
を
祝
う
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
、

五
穀
豊
穣
に
よ
る
家
業
の
発
展

や
、
無
病
息
災
を
祈
る
行
事
と

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
収
束
へ
の
願
い
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コロナの収束を願いゴーサシ
社会福祉協議会ボランティア

　

１
月
18
日
に
、
第
68
回
熊
毛

地
区
植
樹
祭
が
太
陽
の
里
運
動

公
園
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
熊
毛
地
区
の
林
業
関

係
者
が
一
体
と
な
り
、緑
豊
か
な
・

す
こ
や
か
な
郷
土
づ
く
り
を
目
指

す
も
の
で
、
野
球
場
横
で
植
樹
祭

を
記
念
し
て
、
早
咲
き
の
桜
16
本

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
希
望
し
た
校
区
に
は
、

河
津
桜
が
そ
れ
ぞ
れ
10
本
ず
つ
配

ら
れ
ま
し
た
。

緑豊かな・すこやかな郷土づくりを目指す
第 68 回熊毛地区植樹祭

　　

おもちをぺったん
野間幼稚園で餅つき

　

12
月
８
日
に
、
野
間
幼
稚
園

の
園
児
が
餅
つ
き
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

園
児
は
、
鏡
餅
の
由
来
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
全
員
で
餅
つ

き
を
開
始
。「
よ
い
し
ょ
！
よ
い

し
ょ
！
」
と
大
き
な
掛
け
声
で

杵
を
振
り
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
餅
つ
き
後
は
つ
き
た

て
の
お
餅
を
食
べ
、
と
て
も
う

れ
し
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
ま

し
た
。
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題まちの話題　　

　

12
月
１
日
に
、
星
原
小
学
校

の
１
・
２
年
生
を
対
象
と
し
た

「
人
権
」
に
つ
い
て
学
ぶ
出
前
授

業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
講
話
や
ア
ニ
メ
鑑

賞
で
、
悩
み
を
抱
え
る
人
に
対

す
る
周
囲
の
や
さ
し
い
行
動
と

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
学
び
ま

し
た
。

　

ま
た
、
講
師
の
山
本
讓
司
さ
ん

（
上
方
）
が
「
人
に
対
し
て
や
さ

し
く
接
し
、
丁
寧
な
言
葉
使
い
を

し
ま
し
ょ
う
」
と
話
す
と
、
児

童
は
大
き
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。

人にやさしくていねいに接しましょう
星原小学校出前授業

そば打ち体験
南界小学校

　

１
月
14
日
に
、
南
界
小
学
校

で
地
域
か
ら
３
人
の
講
師
を
招

い
て
の
そ
ば
打
ち
体
験
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
ば
粉
は
、
12
月
に
児
童
が

収
穫
し
た
そ
ば
の
実
が
使
用
さ

れ
、
児
童
が
力
を
込
め
て
生
地

を
練
り
、
の
し
棒
で
伸
ば
し
て

切
り
分
け
る
と
、
自
家
製
手
打

ち
そ
ば
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
そ
ば
は
「
ざ
る
そ

ば
」
に
し
て
食
べ
、「
お
い
し
い
」

「
持
ち
帰
っ
て
家
族
と
食
べ
よ

う
」
な
ど
の
感
想
が
出
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
に
、
増
田
小
学
校

の
６
年
生
６
人
で
編
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
「
６
モ
ン
キ
ー
ズ
」
が
、

第
９
回
全
国
小
学
校
ラ
ジ
オ
体

操
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
２
位
と

な
る
銀
賞
を
受
賞
し
、
ま
た
、

５
年
生
２
チ
ー
ム
も
優
秀
賞
と

エ
リ
ア
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
２
年
連
続
の
表
彰
式
で
し

た
。

　

出
張
授
業
で
は
、
東
京
か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操

の
岡
本
美
佳
体
操
指
導
員
と
舘

野
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
能
條
ピ
ア

ノ
奏
者
が
来
校
し
、
体
操
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

全国２位！全国ラジオ体操コンクール
増田小学校で表彰式と出張授業

３年目の授業公開
ＩＣＴ機器を活用した主体的な学び、個別最適な学び

　

12
月
1
日
に
、
納
官
小
学
校

で
授
業
公
開
が
あ
り
ま
し
た
。

　

納
官
小
学
校
は
令
和
２
年
度

か
ら
の
３
年
間
に
わ
た
り
、
中
種

子
町
教
育
委
員
会
研
究
協
力
校

と
し
て
、
少
人
数
複
式
指
導
法
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
研
究
・
実
践
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、

第
３
回
町
情
報
教
育
部
会
に
あ

わ
せ
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
研
究
授
業
を
実
施
し
、
成

果
や
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。
参
観
者
か
ら
は
「
子

供
の
学
ぶ
姿
は
今
ま
で
の
積
み

重
ね
。
普
段
か
ら
の
取
り
組
み

が
素
晴
ら
し
い
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
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１
月
14
日
に
岩
岡
小
学
校
で
餅

つ
き
大
会
が
あ
り
、
児
童
が
元
気

な
か
け
声
と
と
も
に
重
い
杵
を
振

り
上
げ
、
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
は
、
焼
き
芋
と

一
緒
に
振
る
舞
わ
れ
、
み
ん
な
で

食
べ
て
お
い
し
い
と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
凧
あ
げ
大
会
も

行
わ
れ
、
児
童
が
冬
休
み
に
作
っ

た
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描

い
た
凧
が
、
空
高
く
舞
い
上
が
り

ま
し
た
。

元気いっぱい餅つき大会
岩岡小学校

鬼は外！福は内！
元気いっぱい豆まき会

　

１
月
14
日
に
、
野
間
小
学
校

の
６
年
生
を
対
象
に
し
た
、
鹿

児
島
県
建
築
士
会
熊
毛
支
部
の

出
前
授
業
が
あ
り
、
学
校
施
設

の
縮
図
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

巻
き
尺
で
校
舎
や
体
育
館
な
ど
、

施
設
の
外
周
を
測
定
し
、
そ
の
結

果
を
元
に
２
０
０
分
の
１
の
縮
図

を
作
成
し
て
、
建
築
士
が
用
意
し

た
図
面
と
ぴ
っ
た
り
合
う
と
、
喜

ぶ
児
童
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
は
建
築
士
を
目

指
し
た
い
と
い
う
声
に
、
建
築

士
会
の
皆
さ
ん
か
ら
は
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

学校施設の縮図を作ろう
鹿児島県建築士会熊毛支部出前授業

　

２
月
３
日
の
節
分
の
日
に
、

中
央
保
育
所
で
無
病
息
災
を
願

う
豆
ま
き
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
現
れ
た
鬼
め
が
け

て
、
豆
に
見
立
て
た
丸
め
た
紙

を
、「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と

元
気
い
っ
ぱ
い
に
投
げ
つ
け
、

「
な
き
む
し
お
に
」
や
「
お
こ
り

ん
ぼ
お
に
」
な
ど
の
心
の
鬼
を

退
治
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
か
ら
鬼
が
退
散
し
て

い
く
と
、
安
心
し
た
園
児
は
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

油久っ子ミニビブリオバトル
お薦めの一冊に思いを込めて

　

２
月
１
日
に
、
油
久
小
学
校

で
自
分
の
大
切
な
本
に
つ
い
て

語
る
、「
ミ
ニ
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冬
休
み
に
親
子
で
構
想
を
考

え
、
原
稿
を
見
な
い
で
思
い
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
挑
戦
し
て

き
た
児
童
た
ち
は
、
保
護
者
が

見
守
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現

方
法
で
、
堂
々
と
熱
く
本
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た
。

　

発
表
を
終
え
る
と
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
児
童

は
、
や
り
遂
げ
た
達
成
感
で
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　本を紹介する　本を紹介する

　児童の様子　児童の様子
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　まちの話題　　まちの話題　 スポーツ大会の結果　スポーツ大会の結果　

中
種
子
町
武
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
８
日
）

剣
道
競
技
（
種
子
島
中
央
体
育
館
）

■
団
体
戦

▽
小
学
生
の
部

　

優
勝　

野
間
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　

２
位　

納
官
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
高
校
・
一
般
の
部

　

優
勝　

種
子
島
中
央
高
校
Ｃ

　

２
位　

一
般

■
個
人
戦

※
小
学
生
（　

）
は
所
属
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
小
学
２
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

粟
屋　

駆　

   

（
岩
岡
）

　

２
位　

黒
木　

空　

   

（
野
間
）

▽
小
学
３
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

潮　

波
輝　

   

（
南
界
）

　

２
位　

山
下　

創
大   

（
南
界
）

▽
小
学
４
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

梶
原　

歩
叶   

（
納
官
）

　

２
位　

鎌
田　

二
夏   

（
納
官
）

▽
小
学
５
・
６
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

浦
邊　

祐
舵   

（
野
間
）

　

２
位　

小
濵　

隼
人　

 

（
野
間
）

▽
小
学
３
・
４
年
生
女
子
の
部

　

優
勝　

遠
藤　

こ
こ
ろ
（
納
官
）

　

２
位　

黒
木　

月
菜 　
（
南
界
）

▽
小
学
５
・
６
年
生
女
子
の
部

　

優
勝　

鎌
田　

ね
ね 　
（
納
官
）

　

２
位　

磯
俣　

結
衣　

 

（
納
官
）

※
（　

）
は
集
落

▽
中
学
生
の
部

　

優
勝　

岩
﨑　

日
歩　
（
１
年
・
高
峯
）

　

２
位　

武　
　

友
佳　
（
１
年
・
旭
町
）

弓
道
競
技
（
町
営
弓
道
場
）

■
団
体
戦

　

優
勝　

一
般
Ｃ

　

２
位　

一
般
Ａ

■
個
人
戦

※
（　

）
は
集
落

▽
学
生
女
子
の
部

　

優
勝　

末
吉　

優
月   

（
伏
之
前
）

　

２
位　

塩
屋　

百
々
羽
（
上
方
）

▽
一
般
男
子
の
部

　

優
勝　

葛　
　

康     

（
広
ヶ
野
）

　

２
位　

鎌
田　

流
石   

（
畠
田
）

▽
金
的
賞

　

優
勝　

黒
木　

聡     
（
本
村
）

柔
道
競
技
（
種
子
島
中
央
体
育
館
・
柔
道
場
）

■
団
体
戦

▽
小
学
生
の
部

　

優
勝　

双
葉
牧
瀬
チ
ー
ム

　

２
位　

双
葉
遠
藤
チ
ー
ム

　

３
位　

双
葉
中
﨑
チ
ー
ム

■
個
人
戦

※
（　

）
は
集
落

▽
幼
児
の
部

　

優
勝　

日
髙　

煌
汰   

（
伏
之
前
）

　

２
位　

中
山　

開
誠   

（
伏
之
前
）

　

３
位　

岩
屋　

瑛
介   

（
伏
之
前
）

▽
小
学
１
年
生
の
部

　

優
勝　

中
﨑　

叶
愛   

（
池
之
平
）

　

２
位　

鎌
田　

尚
弥   

（
伏
之
前
）

▽
小
学
２
年
生
の
部

　

優
勝　

長
田　

然     

（
池
之
平
）

　

２
位　

日
髙　

将
雅   

（
伏
之
前
）

　

３
位　

峯
下　

結
音   

（
古
房
）

▽
小
学
４
年
生
の
部

　

優
勝　

中
山　

貴
晴   

（
伏
之
前
）

　

２
位　

鎌
田　

美
空   

（
横
町
）

▽
小
学
５
年
生
の
部

　

優
勝　

遠
藤　

啓
眞   

（
古
房
）

　

２
位　

中
﨑　

虹
心   

（
池
之
平
）

▽
小
学
６
年
生
の
部

　

優
勝　

長
田　

琉
翔   

（
池
之
平
）

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

優
勝　

中
﨑　

歩
夢   

（
１
年
・
池
之
平
）

　

２
位　

米
澤　

伊
織   

（
２
年
・
中
之
町
）

　

３
位　

平
岩　

大
空   

（
１
年
・
西
之
山
）

　

３
位　

長
田　

健
成   

（
１
年
・
池
之
平
）

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

優
勝　

久
木
原　

明
菜
（
２
年
・
郡
原
）

▽
一
般
の
部

　

優
勝　

林　

孝
太
郎　

 

（
春
田
）

　

２
位　

石
堂　
　

弘
樹 

（
大
牟
礼
）

　

３
位　

日
髙　
　

大
河 

（
松
原
）

　
　
　
　

久
木
原　

清
貴
（
栄
町
）

　各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ　

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
１

月
30
日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で

あ
り
、
平
均
落
札
額
は
56
万
２

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

子
牛
初
せ
り

種
子
島
家
畜
市
場

性別 頭数 １月平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 85 460,835 △ 27,696 △ 119,098

去　勢 118 615,237 △　1,993 △ 107,263

計 203 550,586 △ 15,291 △ 113,485

市場

全体

めす牛 213 477,451 △ 17,580 △ 136,925

去　勢 318 619,415 10,562 △ 122,490

計 531 562,469 1,707 △ 127,333

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　まちの話題　　まちの話題　
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　まちの話題　　まちの話題　

　

令
和
５
年
３
月
を
も
っ
て
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
任
期
が
満
了
と
な
り

ま
す
。
こ
の
３
年
間
、
町
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
し
て

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
、
中
種
子
町
へ
で
き
る
限
り

恩
返
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
間
を
経
て
、
私
の
こ
れ
か
ら
の

活
動
の
テ
ー
マ
は
「
人
が
減
少
す
る
地

域
に
お
い
て
、
地
域
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
続
け
て
い
く
か
」
で
す
。
ど
の
地

域
も
、
人
手
不
足
や
、
仕
事
が
忙
し
い

た
め
に
草
刈
り
な
ど
の
無
償
の
奉
仕

活
動
に
時
間
が
割
け
な
く
な
り
、
続
か

な
い
…
と
い
う
活
動
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
地
域
づ
く
り
は
物
を
作
っ
て
売

る
仕
事
で
は
な
い
の
で
、
稼
ぐ
、
と
い

う
概
念
で
は
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
拠
点
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ａ
（
よ
か
な
）
も
そ
の
一
つ
で
、「
み

ん
な
で
施
設
を
使
っ
て
商
店
街
に
灯

り
を
と
も
す
こ
と
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
お
り
、
発
生
し
た
収
益
は

人
に
は
渡
り
ま
せ
ん
。
以
前
に
協
力
隊

通
信
で
書
い
た
”
や
っ
て
み
た
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
”
文
化
も
、
収
益
化
し
て

い
る
事
例
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

域
活
性
化
や
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
は
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、行
政
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

ど
の
よ
う
に
中
種
子
町
を
発
展
し
て
い

く
か
、
考
え
て
行
動
し
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
退
任
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
手
助
け
を

し
て
い
き
ま
す
。
一
緒
に
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
会
場
を
考
え
た
り
、
ポ
ス

タ
ー
を
作
っ
た
り
、
参
加
者
を
募
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
地

域
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
な

か
っ
た
と
し
て
も
、「
湯
目
さ
ん
に
相

談
し
て
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
相
談
相
手
に
な
り
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。任
期
が
終
わ
っ
て
も
、

こ
の
町
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
心
か
ら

思
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
場
や
機
会
が

あ
れ
ば
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

ー
湯
目
由
華
（
ゆ
の
め
ゆ
か
）
ー

　

中
種
子
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
。

岩
手
県
出
身
。
誰
か
の
「
や
っ
て
み
た

い
！
」
を
一
緒
に
実
現
す
る
人
。
地
域

デ
ザ
イ
ナ
ー/

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

地域おこし協力隊通信（№ 73）　
地域おこし協力隊として３年間、ありがとうございました

左：湯目知史　右：湯目由華左：湯目知史　右：湯目由華
見かけたらぜひ声をかけてく見かけたらぜひ声をかけてく
ださい！ださい！

なかたね消防だより
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所☎㉗ 0119　☎㉗ 1039

令和５年春季全国火災予防運動が実施されます
■実施期間
　３月１日（水）～３月７日（火）までの７日間

■全国統一防火標語
　『お出かけは　マスク戸締まり　火の用心』

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎える

にあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、もっ

て火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者

の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐ

ことを目的とします。

■住宅防火 いのちを守る 10 のポイント
●４つの習慣 

１．寝たばこは絶対にしない、させない。 

２． ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

３．こんろを使うときは火のそばを離れない。

４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラ

　　グは抜く。

●６つの対策 

１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ

　　などは安全装置の付いた機器を使用する。 

２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器

　　を定期的に点検し、10 年を目安に交換する。 

３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、

　　寝具、衣類およびカーテンは、防炎品を使用

　　する。 

４．火災を小さいうちに消すために、消火器など

　　を設置し、使い方を確認しておく。 

５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と

　　避難方法を常に確保し、備えておく。 

６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、

　　地域ぐるみの防火対策を行う。

　各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ　
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

選挙管理委員会からのお知らせ
◎お問い合わせ先　選挙管理委員会☎㉗ 1111　内線 266

■統一地方選挙のお知らせ

●中種子町長・中種子町議会議員選挙の立候補

　予定者説明会

　日時　３月 17 日（金）午後２時

　場所　防災センター１階第１会議室

●鹿児島県議会議員選挙

　告示日　　３月 31 日（金）

　選挙期日　４月９日　（日）

●中種子町長・中種子町議会議員選挙

　告示日　　４月 18 日（火）

　選挙期日　４月 23 日（日）

◆投票日の受付会場

※投票区によって受け付け終了時間が異なります。

◆期日前投票の受付期間・時間
選挙 受付期間 投票所

県議会議員選挙
４月１日 ( 土 )　

～４月８日 (土 ) 防災センター

１階　第１会議室

午前８時 30 分　

　～午後８時
町長・町議選挙

４月 19 日 ( 水）　

～４月22日 (土 )

三ない運動

　(寄付を贈らない ･寄付を求めない ･

　　　　　　寄付を受け取らない )の徹底を !!

■選挙費用の公費負担制度

　公職選挙法の一部を改正する法律（令和２年法

律第 45 号）が令和２年 12 月 12 日に施行されたこ

とに伴い、令和３年３月に「中種子町議会議員及

び中種子町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例」が制定されました。

　これは、中種子町議会議員および中種子町長選

挙において、選挙資産の多少に関わらず立候補や

選挙運動の機会均等を図ることを目的に、候補者

の選挙運動費用の一部を公費で負担する制度です。

●対象となるもの

　限度額の範囲内で、選挙運動用自動車の使用・

選挙運動用ビラの作成・選挙運動用ポスターの作

成を公費 (無料 )で行うことができます。

●公費負担の仕組み

　費用は、町から候補者に直接支払うものではな

く、あらかじめ候補者が契約した業者などを町選

挙管理員会に届出し、当該契約業者などが町へ請

求する仕組みです。

■供託物没収点について

　公職選挙法の一部を改正する法律では、町村議

会議員選挙における供託金制度（15 万円）が導

入され、今回の選挙から適用されます。( 町長選

挙においては従来どおり 50 万円 )。

　供託物没収点は、町長：有効投票総数の 10 分

の１、町議会議員：有効投票総数を議員定数（12）

で割った数の 10 分の１となります。

　候補者の得票数が供託物没収点に達しない場合

は公費負担を受けることはできません。

●対象と限度額

契約の種類 内　容
１日あたり

の限度額

①ハイヤー契約

選挙運動用自動車として、自動車借

入、燃料代及び運転手の雇用を一括

で契約した料金（１日１台に限る）

64,500 円

②個別契約

自動車借入
選挙運動用自動車として借り入れた

料金（１日１台に限る）
15,800 円

燃料代
選挙運動用自動車に供給した燃料の

代金
7,560 円

運転手の雇用
選挙運動用自動車の運転手に対し支

払う報酬（１日１人に限る）
12,500 円

※①ハイヤー契約と②個別契約はどちらかの選択

となります。

※最大で５日分（選挙運動期間）を公費負担しま

す。選挙が無投票となった場合は告示日の１日分

が対象となります。

内容 上限単価 上限単価

選挙運動用ビラの

作成費用
７円 51 銭

町長選挙　　　：5,000 枚

町議会議員選挙：1,600 枚

内容 上限単価 上限枚数

選挙運動用ポスターの

作成費用
1,000 円 46 枚

　詳しくは町ホームページ「公費負担の手引き」

をご確認ください。

投票区 投票所 受付時間

第１投票区 役場
午前７時　

～午後７時

第２投票区 星原小学校
午前７時　

～午後６時

第３投票区 砂中公民館
午前７時　

～午後５時

第４投票区 納官小学校
午前７時　

～午後６時

第５投票区 二十番公民館
午前７時　

～午後６時

第６投票区
増田区民

センター

午前７時　

～午後６時

投票区 投票所 受付時間

第７投票区 油久小学校

午前７時

～

午後６時

第８投票区 熊野公民館

第９投票区 南界小学校

第 10投票区 中田公民館

第 11投票区 岩岡小学校

第 12投票区 西之山公民館
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

離島航空割引カードの対象者に「介護者」が追加されました
◎お問い合わせ先　「カードに関すること」企画課企画調整係☎㉗ 1111 内線 286・259

■今回追加された申請対象者

　要介護認定等を受けている住民を介護するため

に、本町に年間６回以上来訪する親族。（配偶者、

父母、子、祖父母、兄弟姉妹、孫、配偶者の父母）

※ただし、施設入所者への面会の場合は除く。

●申し込み手続き

　次の書類を企画課へ提出ください。

　①　鹿児島県離島航空割引カード発行申請書

　②　顔写真（縦３㎝×横 2.5 ㎝、３か月以内に

　　　撮影したもの）

　③　要介護認定者等の介護保険被保険者証、介

　　　護認定結果通知書、介護区分変更通知書い

　　　ずれかの写し

　④　要介護認定者等と申請者との関係が確認で

　　　きる書類（戸籍謄本など）

　⑤　介護する方の身分証明書（マイナンバー　

　　　カード、運転免許証、保険証など）

●対象期間

　カード発行後１年間

●来島報告

　離島割引を利用して来島された場合は、次の書

類の提出が必要です。

　①　介護による来島実績確認票

　※　企画課窓口で受け取りまたは、

　　　町 HP からダウンロード可能です。

　②　利用した方の氏名、利用した日付が記載さ

　　　れた乗船（搭乗）実績証明又は領収書（原本）

●その他

　年間６回以上利用した実績確認票を町に提出でき

なかった場合は、原則、翌年度は離島航空割引カー

ドの更新は受けられません。

　飛行機、高速船、フェリーを離島割引運賃で利用するには、離島航空割引カードが必要
となります。有効期限はカード発行日より３年間で、３年ごとに更新が必要です。割引制
度が始まり、もうすぐ６年が経過することから、多くの方が更新の時期を迎えます。
　有効期限を過ぎても更新は可能ですが、カードのご利用予定がある場合は、カードの有
効期限をご確認いただき、ご利用前までに更新の手続きをお済ませください。

【持参する物】

●証明写真●証明写真（横 2.5cm ×縦３cm）

●身分証明書●身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

※島外の学校などに在学する方（準住民）については、別途要件

（在学証明書の提出など）があります。詳細は企画課までお問い

合わせください。

『有効期限』を
　ご確認ください

『有効期限』は
　発行から３年間です

離島航空割引カードの更新手続きはお済みですか？
◎お問い合わせ先　「カードに関すること」企画課企画調整係☎㉗ 1111 内線 286・259
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

公共施設管理公社からのお知らせ
◎お問い合わせ先　公共施設管理公社☎㉗ 3800

■黒糖づくり伝承館について

　黒糖づくり伝承館の営業は３月 15 日（水）ま

でになります。ご利用予定の方は早めの予約をお

願いします。

■ふれあい農園について

　ふれあいの里では、野菜などの栽培用に１年単

位で農園を貸し出しています。ご希望の方はお問

い合わせください。なお、お申し込みは先着順と

し、区画数に到達次第締め切ります。

●区画数　　12 区画　（１区画 10 ㎡）

●貸付条件　町内在住者

●貸付期間　令和５年４月１日～令和６年３月 31 日

●使用料　　１区画当たり 1,650 円（税込み）

●遵守事項

・野菜および草花（１年草）の栽培に限ります。

・工作物などの設置はできません。

・貸付農園を転貸することはできません。

・貸付期間が終了したら、管理公社に返すこと。

人権ってなんだろう　第15回「感染症における人権問題について」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、感染への

おそれや不安などから、感染者やそのご家族に対

する誹謗・中傷、インターネット上での悪質な書

き込みなどが行われています。

　また、医療機関や介護施設、物流・交通事業、

小売業などで働き、私たちの命を守り、暮らしを

支える方々とそれぞれのご家族、県外から来られ

た方などへの差別的言動に加え、ワクチン接種が

できない方、あるいは接種しないことを選択され

た方々などへの不当な差別や偏見などの人権侵害

も発生しています。

　このような人権侵害行為は決して許されるもの

ではありません。あらゆる人の人権を尊重し、デ

マなどに惑わされることなく、正しい情報に基づ

いた冷静な行動をとることが必要です。

種子島地区広域事務組合からのお知らせ
◎お問い合わせ先　種子島地区広域事務組合☎㉔ 3933　種子島清掃センター☎㉘ 3310
　　　　　　　　　中種子清掃センター☎㉗ 2413

石綿（アスベスト）含有廃棄物の取扱いについて

　石綿スレート、石膏ボード、断熱材などの石綿（ア

スベスト）含有廃棄物などについては、「廃棄物の

処理および清掃に関する法律」で処理の基準など

が定められています。清掃センターでは、適正処

理困難物としており、種子島清掃センターおよび

中種子清掃センターでは受入れはできません。

　処理をする際には必ず許可のある専門業者へ依

頼をしてください。

　石綿スレート　石綿スレート

　石膏ボード　石膏ボード



11　広報なかたね 2023.3 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

年金生活者支援給付金の請求はお済みですか
◎お問い合わせ先　『年金生活者支援給付金専用ダイヤル』：0570（05）4092( ナビダイヤル )
　　　　　　　　　町民保健課国保年金係☎㉗ 1111　内線 217

　年金生活者支援給付金が受給できる方には、以

前より日本年金機構から請求書が送付されていま

す。まだ請求されていない方には、再勧奨として

お知らせのはがきが２月末から順次送付されます

ので、ご確認ください。

　また、請求書は役場窓口にも常備してあります

ので、必要な方は町民保健課までお越しください。

　年金生活者支援給付金の請求でお困りになった

際は、ナビダイヤルまたは町民保健課国保年金係

までお問い合わせください。

自閉症について知ろう
◎お問い合わせ先　福祉環境課福祉係☎㉗ 1111　内線 281・261・200

毎年４月２日は「世界自閉症デー」です。
　自閉症は、｢ 常に自分の殻に閉じこもる状態 ｣

と考えられたり、「親の育て方が原因ではないか」

と思われることがありますが、これは正しくあり

ません。

　脳の発達の仕方の違いから「他の人の気持ちや感

情を理解すること」「言葉を適切に使うこと」など

が苦手であり、一般的な「常識」と思われることを

身につけることも苦手です。このため、真面目に取

り組んでいても、誤解されることがあります。

　なお、自閉症の人たちは、とても「純粋」で、

自分の感じたままに話したり、行動したりするこ

とがあり、感覚が過敏であったり記憶が抜群な人

もいます。

　このような、自閉症の人たちの行動や態度の意

味を理解していただき、愛情をもって支援してい

ただくことを願っています。

　自閉症の人たちは、周囲の愛情と支援によって

大きく育つことができるのです。

国指定重要文化財古市家住宅ひなまつり
◎お問い合わせ先　歴史民俗資料館☎㉗ 2233

■展示について
　日時　　２月 18 日（土）～３月 12 日（日）

　　　　　午前９時 30 分～午後４時

　場所　　古市家住宅（坂井公園）

　入場料　無料

　内容　　ひな人形七段飾り・薩摩糸びな・

　　　　　つるし雛・ひょうたん人形など

　　　　※マスク着用のうえ、ご来場ください。

※３月５日（日）は先着 100 名様にＪＡ女性部

　「むじょかえ」特製の貝殻ストラップをプレゼント

マイナンバーカード申請・交付の開庁時間のお知らせ
◎お問い合わせ先　町民保健課戸籍住民係☎㉗ 1111 内線 237・214

≪開庁日≫
■平日　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。

※土・日・祝日を除く。

≪時間外開庁日≫
■■毎週火曜日　３月７・14・28 日　午後７時まで

■■第４日曜日　３月 26 日　午前８時 30 分から正午まで

※日程に変更などがある場合には、防災無線など

でお知らせします。
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生涯学習だより　生涯学習だより　
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上
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子
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ぐ
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正
月

　
　
　
　

伏
之
前　

岩
崎
カ
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悴
ん
だ
手
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弾
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本
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太
公
望

帽
子
と
り
マ
ス
ク
は
ず
し
て
我
に

な
る　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

マ
ス
ク
し
て
会
釈
す
る
人
ふ
り
か

え
り　
　
　

伏
之
前　

山
元
悦
子

跳
梁
の
境
内
広
し
冬
の
闇　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

雪
催
折
れ
た
背
中
の
痛
む
か
な　

　
　
　
　
　

大
牟
礼　

川
下
光
子

こ
だ
わ
り
の
さ
ば
節
出
汁
や
晦
日

蕎
麦　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

伏
之
前
と
下
馬
の
お
話
し

　

中
種
子
町
史
編
纂
に
も
尽
力

さ
れ
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
下

野
敏
見
先
生
の
著
書
に
「
タ
ネ

ガ
シ
マ
風
物
詩　

鉄
砲
伝
来
の

島
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
、

伏
之
前
と
下
馬
の
峰
の
項
目
が

あ
り
ま
す
。
下
馬
と
は
野
間
に

あ
る
地
名
で
、
現
在
の
Ａ
コ
ー

プ
前
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が

あ
る
三
文
字
付
近
に
峰
が
あ
っ

た
と
あ
り
ま
す
。
著
書
に
よ
る

と
そ
の
昔
、
種
子
島
家
の
お
殿

様
が
熊
野
参
詣
や
南
種
子
な
ど

に
向
か
う
途
中
、
こ
の
地
で
馬

を
降
り
峰
に
立
ち
種
子
島
五
山

の
一
つ
で
中
山
に
あ
っ
た
林
高

山
日
輪
寺
を
伏
し
拝
ん
だ
と
伝

え
て
い
ま
す
。
一
説
に
は
古
房

集
落
に
あ
る
蔵
王
権
現
を
拝
ん

だ
所
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
殿
様
や
武
士
が
馬
か
ら
降
り

た
こ
と
か
ら
こ
の
地
は
下
馬
と

な
っ
た
の
で
す
。
勘
の
鋭
い
方

は
気
付
い
た
と
思
い
ま
す
が
馬

を
降
り
て
頭
を
伏
せ
た
所
、
そ

の
手
前
の
地
名
が
伏
之
前
と
な

り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
同
じ
項
に
気
に
な

る
事
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
下
馬
に
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
、
安
永
二
春
、
玄
竜
拝
、
千

力
余
兵
衛
、
三
百 

万
遍
」
と
刻

ま
れ
た
大
き
い
石
塔
が
あ
り
、

「
つ
い
１
９
６
０
年
代
ま
で
は

あ
っ
た
が
、
今
、
ど
こ
へ
や
っ

た
か
見
当
ら
ぬ
よ
う
だ
」
と
あ

り
ま
す
。
調
査
を
し
た
結
果
、

大
平
集
落
に
あ
る
日
蓮
宗
教
王

山
妙
正
寺
の
境
内
に
移
設
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
参
考
に
し
た
下
野
先
生

の
著
書
は
中
央
公
民
館
図
書
室

に
所
蔵
。

（
町
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

住
岡
重
寛
）

資
料
館
だ
よ
り
（
５
１
６
号
）
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
三
浦
大
知
さ
ん
が

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
！

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
１
号
機

に
搭
載
さ
れ
る
「
だ
い
ち
３
号
」

や
、
来
年
度
打
上
げ
予
定
の
「
だ

い
ち
４
号
」
な
ど
、地
球
観
測
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う「
だ
い
ち
」シ
リ
ー

ズ
衛
星
の
応
援
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
三
浦
大

知
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

応
援
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就
任
に
あ

た
り
、
三
浦
大
知
さ
ん
が
実
際
に

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し

ま
し
た
。
直
接
「
だ
い
ち
３
号
」

に
エ
ー
ル
を
送
る
た
め
、
衛
星

フ
ェ
ア
リ
ン
グ
組
立
棟
で
「
だ
い

ち
３
号
」
の
実
機
に
対
面
し
た
り
、

大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
や
総
合
指

令
棟
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
三

浦
大
知
さ
ん
の
見
学
中
の
様
子

や
、
見
学
後
の
感
想
、
そ
し
て
今

回
出
会
っ
た
衛
星
や
人
々
へ
の
思

い
を
語
っ
た
動
画
が
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。「
だ
い
ち
」
シ
リ
ー
ズ

衛
星
の
活
動
と
打
上
げ
を
一
緒
に

応
援
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

　
　
　
　
　

は
や
ぶ
さ
２
カ
プ
セ
ル
展
示

　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
開
催
！

　

宇
宙
科
学
技
術
館
に
て
、
は
や

ぶ
さ
２
カ
プ
セ
ル
展
示
・
は
や
ぶ

さ
２
実
物
大
模
型
の
展
示
を
企
画

中
で
す
。
展
示
期
間
に
あ
わ
せ
て

関
係
者
に
よ
る
講
演
も
開
催
予
定

で
す
。
詳
細
は
今
後
ツ
イ
ッ
タ
ー

等
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
お

楽
し
み
に
！

カ
プ
セ
ル
展
示
期
間

４
月
２
日
（
日
）
～
６
日
（
木
）
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宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

種子島宇宙センターホームページＱＲ

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

『出前講座』について
■身近な活動にプラスしてみませんか？

　地域包括支援センターでは、みなさまの地域を

お伺いして、高齢者やその家族、地域の方々に役

立つ情報をお伝えする出前講座を行っています。

●講座内容

　「介護保険について」「認知症について」「健康づ

くり」など、テーマに応じて専門職が講話をします。

●時間

　30 分～１時間程度

●利用方法

　出前講座を希望する方は、講座の内容や日程に

ついて地域包括支援センターにご相談ください。

■出前講座を行いました

　２月３日（金）｢ 梶形活き活きサロン」で認知

症をテーマに、認知症と加齢によるもの忘れの違

いなどのミニ講話、認知症予防のレクリエーショ

ンやひな人形制作などの出前講座を行いました。

※下線部分は「梶潟」ではなく「梶形」と表記し

ています。

動画はこちら動画はこちら

中種子町広報活動ツールのご紹介

　町広報では、ホームページや Facebook、Instagram な

どの SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）を活用

し、町の情報発信を行っています。ぜひご確認ください。

ホームページ Facebook Instagram

種子島中種子
町役場企画課

中種子町地域
おこし協力隊

中種子町役場
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保健センターだより ◎お問い合わせ先

保健センター☎㉗ 1133

　危険ドラッグを乱用すると、おう吐やけいれん、

意識消失などが起き、死に至ることもあります。

　また、精神へ影響を及ぼし、自分の意思でやめ

ることができなくなる可能性があります。

　近年、本県においても 30 歳未満での大麻によ

る検挙者数の増加が目立っています。危険ドラッ

グは大変危険な薬物です。

「あのときどうして・・・」と後悔しないよう、“使

わない選択”をしましょう。

３月１１日～４月１０日は「危険ドラッグ・シンナー等乱用防止強化月間」です

　女性は思春期、成人期、更年期、老年期と女性ホルモンの変動により、心と体にさまざまな影響を受

けます。各ライフステージの特徴を知り、健康で充実した日々を過ごしましょう。

３月１日～８日は「女性の健康週間」です

　 まめ：大豆や大豆製品など

　 ごま：ごまやアーモンドなどのナッツ類

　 わかめ：わかめやのりなどの海藻類

　 やさい：緑黄色野菜や淡色野菜

　　さかな：魚や魚介類

　　しいたけ：しいたけやしめじなどのきのこ類

　　いも：さつまいもやじゃがいもなどのいも類

　　こうそ：果物や発酵食品（ヨーグルト、
　　　　　　みそなど）の酵素

　食生活改善推進員コーナー 　　～３月１日～８日は女性の健康週間です～

　月経前症候群（ＰＭＳ）とは、月経前の３～ 10 日間に起こる精神的・身体的な症状（イ
ライラ・憂鬱・不安感、胸や腹部の張り・頭痛など）のことで、月経が始まるとともに症
状が弱まったりなくなったりします。症状緩和のために、バランスのよい食事や有酸素運
動による適度な運動も有効です。

ま

ご	

は

や

さ

し

い

こ

＜ＰＭＳ緩和のための食事＞　キーワードは「まごはやさしいこ」
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。
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薬
も
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公立病院だより　公立種子島病院　薬剤師　田原　理　☎㉖ 1230

花も体も、自然も病も

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付時間】
午前８時 30 分
～午後４時

小児科 德永 德永 （野田） 德永

鹿児島大学
派遣医師　德永

（循環器・発達・
その他）

内科
藤原

　鹿児島大学
　 派遣医師

藤原 藤原 藤原

（野田） （野田） （野田） （野田）
　眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
６～７日
27 ～ 28 日

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週 消化器内科
カメラ検査整形外科 中島

リウマチ科 ９・16・30 日

※野田先生の診療日：13 日（月）午後～ 17 日（金）午前、
※３月５日（日）は当番医
※３月 21 日（火）は祝日のため休診

27 日（月）午後～３月 31 日（金）午前

■公立種子島病院の診療情報　火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず来院前に電話でお問い合わせをお願いします。

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付時間】
午前７時 30 分
～午前 11 時

小児科
鹿児島大学
派遣医師

德永 （野田）
德永

鹿児島大学
派遣医師

内科

藤原 德永 德永 藤原 德永

（野田） （野田） （野田） （野田）
藤原

ペイン外来
　眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
６～７日
27 ～ 28 日

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週 消化器内科
カメラ検査整形外科 整形医師 中島

リウマチ科 毎週 ９・16・30 日

午前の部

午後の部
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婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,469 人 (-17) 出生 3人

男　性 3,565 人 ( -6) 死亡 19 人

女　性 3,904 人 (-11) 転入 21 人

世帯数 4,130 戸 (-11) 転出 21 人

※（　）は前月との比較（１月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　１月中

火　事 0件 うち建物 0件

救　急 43 件 うち急病 33 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 ( 0) 0 件 ( 0)

死 者 数 0件 ( 0) 0 件 ( 0)

負傷者数 0件 ( 0) 0 件 ( 0)

※令和５年１月、(　)は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
令和５年１月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん

男の子 名前 両親 集落

1/1 戸田　陽
は る と

翔 真夏斗・碧 伏之前

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

1/1 石堂　ハツヱ 上　方 103 歳

1/3 髙礒　芳子 阿高磯 95 歳

1/5 外野　隆男 南界園 98 歳

1/6 光　一子 春　田 89 歳

1/8 平山　時盛 町山崎 90 歳

1/8 積　浪子 大　平 103 歳

1/9 戸上　一也 新　町 69 歳

1/14 日髙　和子 町山崎 95 歳

1/23 大﨑　正德 二十番 73 歳

1/25 中村　新之助 池之平 90 歳

1/26 大坪　正昭 横　町 93 歳

1/28 村上　キヨ子 つまべに苑 98 歳

1/28 戸川　路 伏之前 87 歳

●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

髙磯　博　　(阿高磯 )　外野　健二　(平鍋 )

光　　紀義　(春田 )　　平山　アキミ (町山崎 )

牧瀬　文子　(田島 )　　大坪　ツギ　 ( 横町 )

浜脇　久仁子 (下田 )

石油組合中種子支部より
　　　　　　日曜日当番のお知らせ

組合加盟店 ３月 ４月 ５月

（有）和人組

中央給油センター

12 日 ９日 ７日

26 日 30 日 21 日

種子島石油（株）

中種子中央給油所（畠田）

５日 ２日 14 日
16 日

19 日 28 日23 日

◎お問い合わせ先

（有）和人組中央給油センター☎㉔ 2255

種子島石油（株）中種子中央給油所☎㉗ 0205

町ホームページ
｢給油日曜日当番のお知らせ」➡



17　広報なかたね 2023.3 月号

保健センター　すこやかカレンダー
※保健センターで実施

日 行　事

２（木）ぽかぽか教室 13:00 ～

10（金）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

16（木）乳幼児健診

23（木）
すこやかマタニティ教室（沐浴）
18:00 ～

24（金）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

乳幼児健診
※保健センターで実施

受付時間 対象者 対象月齢

10（金）
9:00 ～ 9:15

３～５ヶ月児 R4.11.1 ～ R4.11.30

10（金）
9:15 ～ 9:30

６～８ヶ月児 R4.8.1 ～ R4.8.31

16（木）
12:45～ 13:00

５ 歳 児 H30.1.1 ～ H30.2.28

24（金）
9:00 ～ 9:15

９～ 11 ヶ月児 R4.5.1 ～ R4.5.31

24（金）
9:15 ～ 9:30

２ 歳 児 R3.1.1 ～ R3.2.28

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

 ２（木）
赤ちゃん教室（１歳未満）
ひな祭り会

福祉センター

３（金）
幼児学級合同（１～４歳）
ひな祭り会

福祉センター

７（火）
赤ちゃん教室（１歳未満）
足形とり

福祉センター

９（木）
幼児学級合同（１～４歳）
足形とり

福祉センター

中央保育所園庭開放日
※今月はありません。
　活動への参加など、詳しくは「子育て支援センターお

ひさま☎㉗ 0031（中央保育所内）」までお問い合わせく
ださい。

「なかたねお知らせ版」　３月 1日～ 31 日
※新型コロナウイルス対策のため予定が変更になる場合があります。

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

５（日） 公立種子島病院 ☎㉖ 1230

12（日） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

19（日） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

21（火） 田上診療所 ☎㉗ 0325

26（日） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

行事・イベントなど
日 行　事

１（水）よろず支援拠点定期相談会

８（水）
～ 22（水）

町議会

11（土）土曜授業

15（水）中学校卒業式

16（木）どんぐり学級閉講式

17（金）中種子養護学校卒業式

23（木）町内小学校卒業式

24（金）小・中学校修了式

25（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～

定期予防接種医療機関日程
病院・医院名 接種曜日 対応時間

田上診療所 月・金曜日 14:00 ～ 16:00

種子島医療センター 月～土曜日 14:00 ～ 16:00

公立種子島病院 金曜日 16:00 ～ 17:00

高岡医院

月～金曜日 15:00 ～ 16:30

土曜日  9:00 ～ 11:00

※接種種類
●日本脳炎 １（水）～ 18（土） 
● MR 混合　20（月）～ 31（金）

※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご
　予約をお願いします。
※詳しい事については、保健センター
　までお問い合わせください。
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島の四季彩　アイスランドポピー（ケシ科）
【別名】シベリアヒナゲシ
【原産地】シベリア～中国北部 
【栽培適地】日当たりよく、排水良好な場所
【繁殖法】実生
　島内や鹿児島市内の花壇で数多く植栽されている春
を彩る代表的な草花です。葉は羽状裂葉で根生し、花
は径 7 ～ 10cm の４弁花で茎頂に単生します。花色は
白・ピンク・黄・橙黄・橙赤などで、春の暖かさを感
じさせます。花茎や葉には毛が密生しています。多年
草ですが、暑さに弱いため、越年草として秋蒔きされ、

園芸上は 1 年草として扱われます。移植は、大株では
活着が困難なため、ポット仕立てにしたものを使用し
ます。類似種にヒナゲシ(別名グビジンソウ)があり、
栽培されています。また、近年は高さ 20 ～ 50cm で橙
色の花のナガミヒナゲシが路傍や荒れ地に帰化してい
ます。両種とも全体に毛が多くあります。ケシと言え
ば麻薬を想像しますが、禁止されている種は、ふつう
毛はなく、全体に白い粉を吹いており、葉の基部は茎
を抱いています。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
　https://www.tykousoku.jp/

ＱＲコード検索➡

公式 Twitter
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

種子屋久高速船株式会社
西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・月は 6時～ 17 時
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・日・祝日は休み
臨時休業により来店される際は、営業日の確認をお願いします


